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生
日
に
お
け
る
孝
の
系
譜

佐　

野　

大　

介

は
じ
め
に

　

近
世
以
前
の
本
朝
で
は
、
毎
年
正
月
に
年
齢
を
加
算
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
か
ぞ
え
ど
し
」
を
用
い
て
年
齢
を
規
定
し
て
い
た（

１
）。

こ

の
こ
と
よ
り
、
近
世
以
前
の
本
朝
に
は
誕
生
日
を
毎
年
祝
う
と
い

う
風
習
は
な
く
、
こ
の
風
習
は
近
代
以
降
に
欧
米
よ
り
輸
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
近
年
、

天
皇
・
将
軍
そ
の
他
の
誕
生
日
に
関
す
る
資
料
を
用
い
た
研
究
よ

り
、
近
世
以
前
に
も
、
誕
生
日
が
「
祝
う
日
」
と
し
て
の
性
質
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

た
だ
、
近
世
の
誕
生
日
の
す
ご
し
方
や
童
蒙
教
育
に
お
け
る
誕

生
日
の
取
り
扱
い
に
注
目
す
る
と
、
誕
生
日
の
持
つ
も
う
一
つ
の

性
質
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
本
朝
近
世
に
お
け
る
誕
生
日
の
も
う
一
つ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
、
そ
の
観
念
の
来
歴
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
近
世
誕
生
日
研
究
の
現
況

　

近
世
以
前
の
誕
生
日
に
関
す
る
研
究
の
現
況
に
つ
い
て
、
鵜
澤

由
美
氏
は
各
種
事
典
の
誕
生
日
の
解
説
を
調
査
し
、
各
解
説
の

「
日
本
の
習
俗
で
は
、
一
般
人
の
間
で
誕
生
日
を
祝
う
の
は
満
一

年
の
初
誕
生
日
に
限
ら
れ
て
い
た
。
初
誕
生
日
以
外
に
年
々
の
誕

生
日
を
祝
い
、
贈
答
な
ど
す
る
風
習
は
、
古
く
は
日
本
に
な
か
っ

た
。
明
治
以
後
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
年
々
の
誕
生
日
の
祝
い
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
習
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」（『
世
界
大
百

科
事
典（

２
）

』）、「
生
ま
れ
た
月
日
は
毎
年
め
ぐ
っ
て
く
る
が
、
初
誕

生
日
の
祝
い
を
除
い
て
、
そ
の
日
を
特
別
な
日
と
し
て
祝
う
風
習

は
日
本
の
民
俗
の
中
に
は
な
か
っ
た
」（『
日
本
民
俗
大
辞
典（

３
）

』）、
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「
初
誕
生
以
外
に
年
々
の
誕
生
日
を
祝
い
、
贈
答
な
ど
を
す
る
風

習
は
、
古
く
は
日
本
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
長
節
の
設

定
を
は
じ
め
、
明
治
以
後
は
誕
生
祝
も
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
そ
れ
は
欧
米
の
風
習
の
移
入
で
あ
り
、
今
日
も
な
お
民

間
一
般
の
慣
習
と
は
な
っ
て
い
な
い
」（『
日
本
社
会
民
俗
辞
典（

４
）』）、

「
日
本
人
は
古
く
か
ら
自
分
の
生
ま
れ
た
月
日
に
毎
年
の
誕
生
祝

を
す
る
こ
と
は
な
く
、
正
月
を
迎
え
る
と
一
様
に
年
齢
を
一
歳
ほ

ど
加
え
た
の
で
あ
る
」（『
日
本
を
知
る
事
典（

５
）』）な

ど
を
引
き
、「
近

代
以
前
の
日
本
に
は
誕
生
日
の
習
慣
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
考
え

は
一
般
的
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る（

６
）」

と
ま
と
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
一
般
的
」
な
「
考
え
」
は
正
確
な
も
の
と
は

い
え
ず
、
既
に
和
田
英
松
氏
が
、
国
史
上
の
天
皇
と
将
軍
と
の
誕

生
日
に
つ
い
て
調
査
し
、「
誕
生
日
は
、
一
般
に
顧
ら
れ
な
い
か

と
い
ふ
と
、
決
し
て
さ
う
で
は
な
い
。
列
聖
の
御
誕
辰
は
申
す
ま

で
も
な
く
、
将
軍
以
下
の
も
の
も
、
そ
れ
〴
〵
其
誕
生
日
を
祝
し

た
も
の
も
あ
つ
た（

７
）」

と
し
て
、
近
世
以
前
に
も
誕
生
日
が
「
祝
う

日
」
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
鵜
澤
由
美
氏
も
近
世
の
将
軍
・
公
家
・
天
皇
・

上
級
武
士
・
下
級
武
士
・
医
師
・
庶
民
な
ど
の
誕
生
日
に
つ
い
て
、

数
多
く
の
史
料
を
渉
猟
し
、「
現
在
で
は
西
洋
的
な
面
の
多
い
誕

生
日
の
行
事
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
た
日
を
記
念
す
る
と
い
う
概
念

は
、
近
代
以
前
の
日
本
に
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
」「
近
世
の
人
々

に
と
っ
て
誕
生
日
は
「
め
で
た
い
日
」
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
生
ま
れ
た
日
を
記
念
す
べ
き
特
別
な
日
と
し
て
、

祝
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

８
）」

と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

両
氏
の
論
は
豊
富
な
史
料
と
緻
密
な
考
察
に
基
づ
く
極
め
て
説

得
力
に
富
む
も
の
で
、「
近
代
以
前
の
日
本
に
は
誕
生
日
の
習
慣

は
な
か
っ
た
、
と
い
う
考
え
」
は
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

近
世
以
前
の
誕
生
日
は
、「
祝
う
日
」
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

二
、‌�

母
の
出
産
の
苦
労
を
偲
ぶ
日
と
し
て
の

誕
生
日

　

前
章
に
お
い
て
、
近
世
に
お
け
る
誕
生
日
が
、「
祝
う
日
」
と

し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
よ
っ

て
確
認
し
た
。

　

で
は
、
近
世
に
お
け
る
誕
生
日
の
性
質
は
、「
祝
う
日
」
だ
け

な
の
で
あ
ろ
う
か
。近
世
の
誕
生
日
の
す
ご
し
方
に
注
目
し
た
際
、

誕
生
日
の
持
つ
も
う
一
つ
の
性
質
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
近
世
の
教
養
人
の
日
記
・
伝
記

や
、
教
訓
書
に
見
え
る
誕
生
日
に
関
す
る
記
述
な
ど
を
通
し
て
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

勤
皇
思
想
家
で
、
寛
政
の
三
奇
人
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
高
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と
あ
る
。
こ
ち
ら
も
、
誕
生
日
に
先
祖
と
亡
父
と
に
参
拝
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
水
戸
藩
主
二
代
藩
主
で
あ
る
徳
川
光
圀
に
つ
い
て
見

る
と
、
三
木
之
幹
や
宮
田
清
貞
・
牧
野
和
高
な
ど
の
家
臣
が
編
纂

し
た
逸
話
集
『
桃
源
遺
事
』
に
、

又
御
誕
生
日
に
は
、
蓮
華
寺
日
乗
上
人
に
仰
せ
ら
れ
候
て
、

別
し
て
法
華
経
読
誦
な
さ
し
め
給
ふ
、（『
桃
源
遺
事
』
巻

三（
（（
（

）

と
あ
り
、
光
圀
が
自
身
の
誕
生
日
に
、
先
妣
の
た
め
に
僧
侶
に
読

経
を
行
な
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
、
近
世
に
お
い
て
、
自
身
の
誕
生
日
に
父
母
（
祖
父
母
・

先
祖
）
の
墓
参
り
を
し
た
り
、
僧
侶
に
読
経
を
行
な
わ
せ
た
り
す

る
例
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、「
お
祝
い
」
と

は
聊
か
方
向
性
を
異
に
す
る
行
事
と
い
え
よ
う
が
、
で
は
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
桃
源
遺
事
』
は
、
光
圀
が
僧
侶
に
読
経
を
行
な
わ
せ
た
理
由

に
つ
い
て
、

是
は
御
母
堂
御
産
の
時
分
、
御
悩
み
嘸さ

ぞ

あ
り
つ
ら
ん
と
、
深

く
悼
み
思
召
し
や
り
給
ふ
御
孝
心
の
余
り
な
り
、（『
桃
源
遺

山
彦
九
郞
は
、
多
く
の
日
記
を
残
し
て
い
る
。
彦
九
郞
の
誕
生
日

は
五
月
八
日
で
あ
る
が
、
日
記
に
お
け
る
五
月
八
日
の
記
述
を
閲

す
る
と
、

八
日
、
壬
午
、
入
梅
也
、
晴
る
、
誕
辰
な
れ
は
身
を
清
め
て

下
御
霊
の
社
へ
参
り
其
後
に
父
母
祖
父
母
の
霊
を
拝
す
、

（『
京
都
日
記
』
寛
政
三
年
五
月（

９
））

八
日
、
…
…
今
日
誕
生
日
な
れ
は
礼
服
し
て
顕
考
妣
を
拝
し

奉
り
し
事
あ
り
、（『
京
都
日
記
』
寛
政
四
年
五
月（

（（
（

）

な
ど
の
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
父
母
祖
父
母
の
霊
」「
顕

考
妣
」
に
「
拝
す
」、
つ
ま
り
祖
父
母
や
父
母
の
墓
へ
の
墓
参
り

で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
誕
辰
な
れ
は
」「
誕

生
日
な
れ
は
」、
つ
ま
り
そ
の
日
が
自
身
の
誕
生
日
で
あ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
古
事
類
苑
』
引
く
北
小
路
俊
光
（
熊
沢
蕃
山
の
弟
子
）

の
日
記
に
、

元
禄
十
一
年
四
月
二
日
、
俊
光
誕
生
日
、
諸
神
祖
拝
、
朝
飯

後
出
京
、
生
神
下
御
霊
へ
参
、
次
ふ
や
町
へ
参
、
先
祖
幷
亡

父
拝
」（「
大
江
俊
光
記（

（（
（

」）
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事
』
巻
三（

（（
（

）

と
、「
自
身
を
出
産
し
た
際
、
母
親
が
さ
ぞ
苦
し
か
っ
た
で
あ
ろ

う
と
思
い
や
っ
た
」
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

出
産
時
に
自
身
が
母
を
苦
し
め
た
こ
と
に
対
す
る
謝
罪
、
及
び
そ

こ
か
ら
発
生
す
る
感
謝
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

こ
う
い
っ
た
「
自
身
の
誕
生
日
に
親
に
感
謝
・
謝
罪
の
気
持
ち

を
示
す
」
と
い
う
観
念
は
、
光
圀
ら
の
よ
う
に
個
人
的
に
表
出
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
書
物
を
通
じ
て
当
時
の
民
衆
に
対
し
て

訴
え
か
け
ら
れ
て
も
い
る
。

　

そ
こ
で
、
随
筆
や
教
訓
書
に
見
え
る
誕
生
日
に
関
す
る
教
訓
か

ら
、
近
世
の
誕
生
日
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。

　

江
戸
前
期
の
儒
学
者
藤
井
懶
齋
の
撰
し
た
『
閑
際
筆
記
』
に
は
、

「
冲
の
石
の
」
の
和
歌
で
名
高
い
二
条
院
讃
岐
の
逸
話
と
し
て
、

上
記
の
事
例
に
類
似
す
る
事
例
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

二
条
院
讃
岐
者
、
源
頼
政
ノ
女
ナ
リ
。
嘗
言
世
人
皆
生
日
ヲ

慶
、
吾
反
テ
不
忍
之
。
追
想
ス
レ
バ
。
母
氏
ノ
劬
労
甚
シ
。

涙
堕
テ
食
咽
ニ
不
下
。
暗
ニ
先・

賢・

之・

言・

ト・

符・

。
其
孝
知
ベ
シ
。

（『
閑
際
筆
記
』
巻
中
）（
傍
点
引
用
者
、
以
下
同（

（（
（

）

二
条
院
讃
岐
が
、
母
の
苦
労
を
思
え
ば
食
事
も
咽
を
通
ら
な
い
と

し
て
、
世
間
の
人
が
誕
生
日
を
祝
う
の
を
批
判
し
た
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
だ
が
、
こ
の
話
は
ま
た
、『
和
論
語
』『
比
売
鑑
』
と
い
っ

た
教
訓
書
・
女
訓
書
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

二
条
院
讃
岐
曰
。
今
の
世
の
人
の
う
ま
れ
日
を
よ
ろ
こ
び
い

は
ゐ
ま
つ
る
は
大
な
る
ひ
が
事
な
り
。
わ
れ
は
此
日
に
な
み

だ
を
な
が
し
。
母
の
千
苦
万
苦
を
お
も
ひ
て
。
食
事
を
も
わ

す
れ
。
お
も
ひ
く
る
し
む
に
た
え
た
り
。

清
和
天
皇
九
代
源
三
位
頼
政
卿
女
也
。
歌
人
に
て
十
三
経

を
よ
く
講
せ
し
女
な
り
（『
和
論
語
』
巻
第
七（

（（
（

）

二
条
院
に
仕
へ
奉
り
し
讃
岐
と
い
ふ
女
房
は
、
源
三
位
頼
政

が
孫
、
伊
豆
守
仲
綱
が
女
隠
れ
な
き
歌
人
な
り
。
そ
の
い
ひ

け
る
詞
に
曰
く
、
今
の
世
の
人
生
日
を
喜
び
祝
ひ
祭
る
は
大

な
る
僻
事
な
り
。
我
は
此
の
日
に
涙
を
流
し
、
父
母
の
千
苦

万
苦
を
思
ひ
て
食
事
を
も
忘
れ
思
ひ
苦
む
に
堪
へ
た
り
と
。

（『
比
売
鑑
』
紀
行
巻
之
四（

（（
（

）

母
親
が
自
身
を
産
ん
だ
日（
自
身
の
誕
生
日
）に「
母
」（『
比
売
鑑
』

の
み
「
父
母
」
に
作
る
）
の
「
劬
労
」「
千
苦
万
苦
」
を
思
っ
て

涙
を
流
す
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
の
苦
し
み
は
「
出
産
の
苦
し
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み
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

　

各
書
の
刊
行
は
、『
比
売
鑑
』
一
六
六
一
年
、『
和
論
語
』
一
六

六
九
年
、『
閑
際
筆
記
』
一
七
一
五
年
で
あ
る
。
ま
た
、
光
圀
の

母
久
昌
院
の
逝
去
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
で
、
引
用
し
た
彦

九
郞
の
日
記
は
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）・
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
教
訓
書
・
女
訓
書
は
そ
れ
を
以
て
童
蒙

を
教
育
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
自
身
の
誕
生
日

に
母
の
出
産
の
苦
労
を
偲
ぶ
」
と
い
う
観
念
は
、
少
な
く
と
も
江

戸
中
期
以
降
に
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、
本
朝
近
世
の
誕
生
日
に
つ
い
て
は
、「
祝
う
日
」

に
加
え
て
、「
母
の
出
産
の
苦
労
を
偲
ぶ
日
」
と
い
う
性
質
を
指

摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
観
念
の
来
源

　

前
章
で
は
、本
朝
近
世
に
お
い
て
、自
身
の
誕
生
日
に
対
し
、「
母

の
出
産
の
苦
労
を
偲
ぶ
日
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を

確
認
し
た
。
で
は
、
こ
の
認
識
は
、
ど
の
よ
う
な
系
譜
を
持
つ
も

の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

前
章
で
引
用
し
た
『
閑
際
筆
記
』
に
は
、
讃
岐
の
こ
の
認
識
が

「
暗
ニ
先
賢
之
言
ト
符
」
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
先
に
引
用
し

た
『
比
売
鑑
』
に
続
け
て
、

此
の
意
程
子
の
説
き
お
か
れ
し
を
朱・

子・

小・

学・

の
書
に
い
れ
ら

れ
た
り
。
さ
れ
ど
其
の
か
み
未
だ
聞
き
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
元

は
唐
の
太・

宗・

の・

語・

に
出
で
た
り
と
い
へ
ど
も
、
又
未
だ
稽か

う
がへ

定
め
ず
。
讃
岐
古
き
詞
を
取
り
て
い
へ
る
に
や
。
若
し
我
が

心
よ
り
独
り
い
ひ
出
で
た
る
事
な
ら
ば
、
孝
志
あ
り
つ
る
婦

人
な
り
と
感
ぜ
ら
る
ゝ
ま
ゝ
に
之
を
記
せ
り
。（『
比
売
鑑
』

紀
行
巻
之
四（

（（
（

）

と
あ
る
。
こ
の
讃
岐
の
考
え
方
を
、『
閑
際
筆
記
』
は
、
暗
に
「
先

賢
之
言
」
と
符
合
す
る
と
い
い
、『
比
売
鑑
』
は
「
小
学
」
引
く
「
程

子
の
説
き
お
か
れ
し
」
と
同
じ
「
意
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
閑
際
筆
記
』
の
い
う
「
先
賢
之
言
」
と
は
、『
比
売
鑑
』
の
い
う

「
程
子
の
説
き
お
か
れ
し
」
に
相
当
し
よ
う
。
そ
こ
で
、
朱
子
『
小

学
』
を
閲
す
る
と
、

伊
川
先
生
曰
く
、
人
父
母
無
く
ん
ば
、
生
日
に
は
当
に
倍
ま

す
悲
痛
な
る
べ
し
。
更
に
安い

づ
くん

ぞ
酒
を
置
き
楽
を
張
り
以
て

楽
を
為
す
に
忍
び
ん
や
。
若
し
具
慶
の
者
な
ら
ば
、
可
な
り
。

（『
小
学
』
外
編
、
嘉
言
第
五（

（（
（

）
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と
あ
る（

（（
（

。「
父
母
が
亡
く
な
っ
て
お
れ
ば
誕
生
日
は
非
常
に
悲
し

い
は
ず
だ
。
ど
う
し
て
楽
し
め
よ
う
か
。
た
だ
、
も
し
両
親
が
健

在
で
あ
る
な
ら
楽
し
ん
で
も
よ
い
」
の
意
で
、
た
し
か
に
讃
岐
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
通
じ
る
。

　

ま
た
、『
比
売
鑑
』
の
指
摘
す
る
「
唐
の
太
宗
の
語
」
と
は
、

癸
未
、
上
長
孫
無
忌
等
に
謂
い
て
曰
く
、
今
日
は
吾
が
生
日

な
り
。
世
俗
皆
楽
を
為
す
も
、
朕
に
在
り
て
は
翻
り
て
傷
感

を
成
す
。
今
君
天
下
に
臨
み
、
富
は
四
海
を
有
つ
も
、
歓
を

膝
下
に
承
く
こ
と
永
く
得
べ
か
ら
ず
。
此
れ
子
路
の
負
米
の

恨
有
る
所
以
な
り
。
詩
に
云
え
ら
く
、「
哀
哀
た
る
父
母
、

我
を
生
み
て
劬
労
す
」
と
。
奈
何
ぞ
劬
労
の
日
を
以
て
更
に

宴
楽
を
為
さ
ん
や
。
因
り
て
泣
き
数
行
下
る
。
左
右
皆
悲
し
。

（『
資
治
通
鑑
』
第
一
九
八
巻
、
唐
紀
一
四
、
貞
観
二
〇
年
一

二
月（

（（
（

）

な
ど
を
指
す
。「
唐
の
太
宗
が
、
自
身
の
誕
生
日
に
は
父
母
の
苦

労
を
偲
ん
で
宴
を
催
さ
な
い
と
語
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
り
、
こ
の
観
念
が
唐
代
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る（

（（
（

。

　
『
比
売
鑑
』
引
く
伊
川
の
語
と
太
宗
の
故
事
と
は
、
貝
原
益
軒

の
『
小
学
句
読
集
疏
』
当
該
条
の
疏
に
も
引
か
れ
て
お
り
、
本
朝

に
お
い
て
、「
誕
生
日
に
親
の
苦
労
を
偲
ぶ
」
の
例
と
し
て
知
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
こ
の
観
念
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
古
い
例
を

探
る
と
、『
顔
氏
家
訓
』
に
、

江
南
の
風
俗
、
児
生
れ
て
一
期
、
…
…
親
表
聚
集
し
、
燕
享

を
致
す
。
茲
よ
り
已
後
、
二
親
若
し
在
せ
ば
、
此
の
日
に
至

る
毎
、
嘗
て
酒
食
の
事
有
る
の
み
。
無
教
の
徒
、
已
に
孤
露

た
る
と
雖
も
、
其
の
日
皆
供
頓
を
為
し
、
声
楽
を
酣
暢
し
、

感
傷
す
る
所
有
る
を
知
ら
ず
。
梁
孝
元
年
少
の
時
、
毎
八
月

六
日
載
誕
の
辰
、
常
に
斎
講
を
設
く
。
阮
修
容
薨
歿
す
る
の

後
よ
り
、
此
の
事
亦
絶
つ
。（『
顔
氏
家
訓
』
巻
第
二
、
風
操

第
六（

（（
（

）

と
あ
る
。「
江
南
の
風
俗
で
は
、
両
親
が
健
在
の
あ
い
だ
の
み
誕

生
日
に
宴
会
を
行
な
う
（
両
親
が
死
ん
で
か
ら
は
宴
会
を
開
か
な

い
）
は
ず
が
、
無
教
養
な
輩
は
、
両
親
の
死
後
も
誕
生
日
に
宴
会

を
開
い
て
楽
し
ん
で
い
る
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
精
神
を
実
行
し
た
人
物
と
し
て
梁
の
元
帝
を
挙
げ
、「
元
帝
は

幼
少
の
砌
は
誕
生
日
に
会
食
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
母
親
の
阮
修

容
が
死
去
し
た
以
後
は
そ
れ
を
取
り
止
め
た
」
と
す
る
。
こ
こ
か

ら
、
南
朝
梁
の
時
代
に
は
既
に
こ
の
観
念
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
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認
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
本
朝
に
お
け
る
こ
の
観
念
の
理
解
を
探
る
と
、
平
安

末
期
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
『
宝
物
集
』
に
、

漢
明
帝
は
母
の
忌
日
を
ば
、
一
年
に
ふ
た
ゝ
び
こ
そ
し
給
ひ

け
れ
。
二
度
と
云
は
、
我
を
う
み
給
ふ
日
と
、
ま
さ
し
く
死

給
ひ
し
日
と
な
り
。
人
の
、
子
を
う
む
時
は
、
一
定
死
す
べ

き
事
な
れ
ば
、
其
心
を
観
じ
給
ふ
也
。（『
宝
物
集（

（（
（

』）

と
あ
る
。
前
漢
明
帝
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、「
親
の
命
日
（
の

行
事
）
を
、
一
年
に
二
度
、
自
身
の
誕
生
日
と
親
の
命
日
と
に
行

な
っ
た
」
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
お
り
、
本
朝
に
お
い
て
、

「
誕
生
日
に
親
に
感
謝
す
る
」
こ
と
が
漢
土
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

な
お
、
明
帝
は
『
後
漢
書
』
に
、

明
帝
は
性
孝
愛
、
追
慕
し
て
已
む
こ
と
無
し
。
十
七
年
正
月
、

原
陵
に
謁
す
る
に
当
た
り
、
夜
に
先
帝
・
太
后
の
平
生
の
如

く
歓
ぶ
を
夢
む
。
既
に
寤
め
、
悲
し
み
て
寐
ぬ
る
能
わ
ず
。

即
ち
歴
を
案
ず
る
に
、
明
旦
の
日
は
吉
な
り
。
遂
に
百
官
及

び
故
客
を
率
い
て
上
陵
す
。
其
の
日
、
甘
露
を
陵
樹
に
降
ら

し
、
帝
は
百
官
を
し
て
采
取
し
て
以
て
薦
め
し
む
。
会
畢
り
、

帝
席
よ
り
前
み
て
御
牀
に
伏
し
、
太
后
の
鏡
奩
中
の
物
を
視

て
、
感
動
悲
涕
し
、
脂
沢
装
具
を
易
め
し
む
。
左
右
皆
泣
き
、

能
く
仰
ぎ
視
る
こ
と
莫
し
。（『
後
漢
書
』
皇
后
紀
第
一
〇
上
、

陰
皇
后
紀（

（（
（

）

と
あ
る
よ
う
に
母
后
陰
氏
へ
の
孝
順
で
名
高
い
人
物
で
あ
り
、

人
々
も
納
得
し
や
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
比
売
鑑
』
に
「
又
未
だ
稽か

う
が

へ
定
め
ず
。
讃
岐
古
き
詞
を
取
り

て
い
へ
る
に
や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
記
の
人
物
が
直
接
こ
れ
ら

漢
土
の
文
献
や
故
事
に
触
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。

　

た
だ
、『
比
売
鑑
』『
和
論
語
』
は
儒
教
的
道
徳
を
教
え
る
教
訓

書
で
あ
り
、『
閑
際
筆
記
』
は
儒
者
藤
井
懶
斎
の
著
書
で
あ
る
。

ま
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
す
る
人
物
の
為
人
に
関
し
て
は
、
讃
岐
は

『
和
論
語
』
に
「
十
三
経
を
よ
く
講
せ
し
女
な
り
」
と
注
記
が
あ

る
よ
う
な
人
物
で
、
高
山
彦
九
郞
は
生
涯
多
く
の
儒
者
と
交
流
し

て
お
り
、
徳
川
光
圀
は
明
儒
朱
舜
水
に
教
え
を
承
け
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
人
物
は
、
全
て
漢
学
や
儒
教
の
素
養
の
あ
る
人
物
で
あ
る

こ
と
に
間
違
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、「
親
を
偲
ぶ

日
と
し
て
の
誕
生
日
」
と
い
う
観
念
は
、
漢
土
に
端
を
発
す
る
観

念
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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四
、
現
代
へ
の
系
譜

　

近
代
に
入
る
と
満
年
齢
を
用
い
る
風
習
が
強
ま
り
、
西
洋
の
影

響
も
あ
っ
て
、「
毎
年
誕
生
日
を
祝
う
」
と
い
う
風
習
が
盛
ん
と

な
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
徐
々
に
強
ま
り
、
現
代
、
本
朝
に
お
い
て

は
誕
生
日
は
「
祝
う
日
」
と
し
て
の
み
認
識
さ
れ
て
お
り
、「
親

の
苦
労
を
偲
ぶ
日
」
と
し
て
の
誕
生
日
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
あ
な
が
ち
そ
う
と
も
言
い
き
れ
な
い
。
明
治
一
五
年

発
行
の
国
語
の
教
科
書
『
小
学
中
等
読
本（

（（
（

』
に
は
、

源
頼
政
ノ
女
讃
岐
、
頗
ル
経
史
ニ
渉
ル
、
嘗
テ
曰
ク
、
吾
少

シ
テ
己
ニ
怙
恃
ヲ
失
フ
、
故
ニ
誕
日
ニ
値
フ
毎
ニ
、
輒
チ
母

ノ
劬
労
ヲ
憶
ヒ
水
漿
口
ニ
入
ル
ニ
堪
ヘ
ズ
、
而
ル
ニ
世
人
生

辰
ヲ
以
相
賀
ス
、
吾
レ
ハ
其
故
ヲ
暁
ラ
ズ（

（（
（

、

と
、讃
岐
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
国
語
教
材
と
し
て
収
載
さ
れ
て
お
り
、

近
代
に
お
い
て
も
、「
誕
生
日
に
母
親
の
苦
労
を
偲
ぶ
」
こ
と
が

奨
励
さ
れ
る
べ
き
行
動
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。

　

現
代
に
至
っ
て
も
、
同
様
の
観
念
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

薬
師
寺
第
一
二
四
世
管
主
で
あ
っ
た
高
田
好
胤
氏
は
、
自
著
に

お
い
て
、「
諸
人
よ　

思
い
知
れ
か
し　

己
が
身
の　

誕
生
の
日

は　

母
苦
難
の
日
」
と
い
う
詠
み
人
知
ら
ず
の
和
歌
を
引
い
て
、

誕
生
日
に
母
に
感
謝
を
捧
げ
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る（

（（
（

。

　

ま
た
、
永
六
輔
氏
は
、
映
画
評
論
家
の
淀
川
長
治
氏
を
誕
生
日

に
食
事
に
誘
っ
た
際
、
淀
川
氏
が
、

わ
た
し
は
母
と
い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
ま
す
。
誕
生
日
と
い
う

の
は
、
自
分
が
祝
っ
た
り
祝
わ
れ
た
り
す
る
日
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
母
さ
ん
に
感
謝
す
る
日
で
す
。
母
と
食
事
す
る
な

り
、
い
な
け
れ
ば
お
墓
に
行
く
な
り
、
母
を
考
え
て
過
ご
す

日
で
す（

（（
（

。

と
答
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
広
く
個
人
の
親
孝
行
体
験
を
募
っ
て
編
集
し
、
平
成

二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
親
が
死
ぬ
ま
で
に
し
た

い
55
の
こ
と
』に
は
、「
自
分
の
誕
生
日
に
親
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」

と
し
て
、
自
身
の
誕
生
日
に
、
母
親
に
、「
マ
マ
へ　

生
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
添
え
て
財
布
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
と
い
う
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
れ
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
近
世
の
誕
生
日
が
有
し
て
い
た

「
親
に
感
謝
す
る
日
と
し
て
の
誕
生
日
」
と
い
う
観
念
が
、
現
在
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も
生
き
続
け
て
い
る
様
子
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う（

（（
（

。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、
近
世
以
前
の
本
朝
に
は
誕
生
日
を
毎
年
祝
う
と
い

う
習
慣
は
な
か
っ
た
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
近

年
の
研
究
に
よ
り
、
近
世
以
前
に
も
、
誕
生
日
が
「
祝
う
日
」
と

し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿
で

は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
近
世
、
自
身
の
誕
生
日
に
親
の
墓
参
り
を

し
た
り
追
善
供
養
を
行
な
っ
た
り
す
る
風
習
が
存
在
し
た
こ
と
、

童
蒙
の
た
め
の
教
訓
書
や
儒
者
の
随
筆
な
ど
に
誕
生
日
は
母
の
労

苦
を
思
う
日
で
あ
る
と
の
記
述
が
多
く
見
え
る
こ
と
な
ど
を
確
認

し
、
近
世
に
お
け
る
誕
生
日
が
、「
親
に
感
謝
す
る
日
」
と
し
て

の
性
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

近
世
に
お
け
る
誕
生
日
は
、「
祝
う
日
」
で
あ
る
の
に
加
え
て
、

「
親
に
感
謝
す
る
日
」
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
て
、
こ

の
観
念
は
、
古
く
漢
土
に
源
を
発
し
、
現
代
の
本
朝
に
も
息
づ
い

て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）	

公
的
に
は
明
治
六
年
の
「
年
齢
計
算
方
ヲ
定
ム
」（
明
治
六
年
二
月
五

日
太
政
官
布
告
第
三
十
六
号
）に
よ
っ
て
満
年
齢
の
使
用
が
認
め
ら
れ
、

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
一
日
施
行
の
「
年
齢
の
と
な
え
方
に

関
す
る
法
律
」（
昭
和
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日
法
律
第
九
十
六
号
）

に
よ
り
、
年
齢
を
満
年
齢
で
表
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

（
２
）	『
世
界
大
百
科
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、
小
池
文
貞
「
誕
生
日
」

条
）

（
３
）	『
日
本
民
俗
大
辞
典
』下
巻（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
、中
村
彰「
誕

生
日
」
条
）

（
４
）	『
日
本
社
会
民
俗
辞
典
（
復
刻
版
）』
第
二
巻
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
五
四
年
、
竹
内
利
美
「
誕
生
祝
と
年
取
」
条
）
な
お
、
帝
の
誕
生

日
に
「
節
」
と
名
付
け
る
の
は
唐
の
玄
宗
に
始
ま
る
漢
土
の
習
慣
。「
千

秋
節
者
、
玄
宗
以
八
月
五
日
生
、
因
以
其
日
名
節
、
而
君
臣
共
為
荒
楽
、

当
時
流
俗
多
伝
其
事
以
為
盛
」（『
新
唐
書
』
礼
楽
志
第
一
二
）

（
５
）	『
日
本
を
知
る
事
典
』（
社
会
思
想
社
、一
九
七
一
年
、中
村
彰「
初
誕
生
」

条
）

（
６
）	

鵜
澤
由
美
「
近
世
に
お
け
る
誕
生
日 

―
将
軍
か
ら
庶
民
ま
で 

そ
の
あ

り
方
と
意
識
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
一
集
、

二
〇
〇
八
年
）

（
７
）	「
誕
生
日
の
祝
」（
長
坂
金
雄
編『
日
本
風
俗
史
講
座
』第
四
巻
、雄
山
閣
、

一
九
二
九
年
）

（
８
）	
鵜
澤
氏
前
掲
論
文

（
９
）	

千
々
和
実
、
荻
原
進
編
『
高
山
彦
九
郞
日
記
』
第
四
巻
（
太
洋
社
、
一

九
七
八
年
、
九
六
頁
）
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（
10
）	『
高
山
彦
九
郞
日
記
』
第
四
巻
、
二
五
八
頁

（
11
）	

神
宮
司
庁
編
『
古
事
類
苑
』
神
祇
部
第
四
巻
（
神
祇
部
十
三
産
土
神
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
七
五
一
頁
）

（
12
）	
堀
田
璋
左
右
・
川
上
多
助
編
『
桃
源
遺
事 

西
山
遺
聞
』（
国
史
研
究
会
、

一
九
一
五
年
、
七
三
頁
）

（
13
）	『
桃
源
遺
事 
西
山
遺
聞
』、
七
三
頁

（
14
）	

日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編『
日
本
随
筆
大
成 

新
装
版
』第
一
期
一
七（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
二
三
〇
頁
）

（
15
）	

西
村
七
平
編
『
和
論
語
』（
仏
教
図
書
出
版
株
式
会
社
、
一
九
〇
〇
年
、

三
七
五
―
三
七
六
頁
）

（
16
）	

芳
賀
登
他
編
『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
第
一
巻
（
皓
星
社
、
一
九
九
九

年
、
二
一
九
頁
）

（
17
）	「
出
産
の
苦
し
み
」
に
耐
え
て
己
を
生
ん
で
く
れ
た
こ
と
を
恩
と
す
る

観
念
は
、
早
く
奈
良
時
代
に
本
朝
に
招
来
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
父

母
恩
重
経
」
に
「
臨
生
受
苦
の
恩
」
と
し
て
見
え
る
。

（
18
）	『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
第
一
巻
、
二
一
九
頁

（
19
）	「
伊
川
先
生
曰
、
人
無
父
母
、
生
日
当
倍
悲
痛
。
更
安
忍
置
酒
張
楽
以

為
楽
。
若
具
慶
者
可
矣
」

（
20
）	

出
典
は『
二
程
全
書
』巻
之
五（「
遺
書
二
先
生
語
」四
、游
定
夫
所
録
）。

（
21
）	「
癸
未
、
上
謂
長
孫
無
忌
等
曰
、
今
日
吾
生
日
。
世
俗
皆
為
楽
、
在
朕

翻
成
傷
感
。
今
君
臨
天
下
、
富
有
四
海
、
而
承
歓
膝
下
永
不
可
得
。
此

子
路
所
以
有
負
米
之
恨
也
。
詩
云
、
哀
哀
父
母
、
生
我
劬
労
。
奈
何
以

劬
労
之
日
更
為
宴
楽
乎
。
因
泣
数
行
下
、
左
右
皆
悲
」

（
22
）	

明
朝
の
僧
侶
で
あ
る
沈
祩
宏
の
『
竹
窓
二
筆
』
に
も
「
世
人
生
日
、
設

宴
会
、
張
音
楽
、
絵
図
画
、
競
辞
賦
、
以
之
為
楽
。
唐
文
皇
独
不
為
。

可
謂
超
越
常
情
矣
」（『
竹
窓
二
筆
』
六
五
「
生
日
」）
と
あ
る
。

（
23
）	

益
軒
は
太
宗
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、「
唐
太
宗
、
天
資
惨
刻
、
孝

友
に
短
な
る
に
、
却
て
悲
歎
の
言
を
為
す
。
乃
ち
霸
者
矯
飾
の
言
な
る

の
み
。
恐
る
ら
く
は
人
情
に
悖
る
と
為
す
（
唐
太
宗
天
資
惨
刻
、
短
於

孝
友
、却
為
悲
歎
之
言
。乃
霸
者
矯
飾
之
言
而
已
。恐
為
悖
人
情
）」（『
小

学
句
読
集
疏
』
巻
之
七
、
一
七
葉
表
）
と
評
し
て
い
る
。

（
24
）	「
江
南
風
俗
、
児
生
一
期
、
…
…
親
表
聚
集
、
致
燕
享
焉
。
自
茲
已
後
、

二
親
若
在
、
毎
至
此
日
、
嘗
有
酒
食
之
事
耳
。
無
教
之
徒
、
雖
已
孤
露
、

其
日
皆
為
供
頓
、
酣
暢
声
楽
、
不
知
有
所
感
傷
。
梁
孝
元
年
少
之
時
、

毎
八
月
六
日
載
誕
之
辰
、
常
設
斎
講
。
自
阮
修
容
薨
歿
之
後
、
此
事
亦

絶
」

（
25
）	

小
泉
弘
・
山
田
昭
全
校
注
『
宝
物
集 

閑
居
友 

比
良
山
古
人
霊
託
』（
岩

波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
〇
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
三
〇
頁
）

な
お
、「
忌
日
」
と
は
、「
忌
日
と
は
、
親
亡
る
の
日
な
り
（
忌
日
親
亡

之
日
）」（『
礼
記
』
祭
義
「
君
子
有
終
身
之
喪
忌
日
之
謂
也
」
鄭
注
）

と
あ
る
よ
う
に
、
所
謂
命
日
を
指
す
。

（
26
）	
明
帝
性
孝
愛
、
追
慕
無
已
。
十
七
年
正
月
、
当
謁
原
陵
、
夜
夢
先
帝
太

后
如
平
生
歓
。
既
寤
、
悲
不
能
寐
。
即
案
歴
、
明
旦
日
吉
。
遂
率
百
官

及
故
客
上
陵
。
其
日
、
降
甘
露
於
陵
樹
、
帝
令
百
官
采
取
以
薦
。
会
畢
、
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帝
従
席
前
伏
御
牀
、
視
太
后
鏡
奩
中
物
、
感
動
悲
涕
、
令
易
脂
沢
装
具
。

左
右
皆
泣
、
莫
能
仰
視
焉

（
27
）	
木
沢
成
粛
輯
『
小
学
中
等
読
本
』（
発
行
所
記
載
無
し
、
明
治
一
四
年
）

（
28
）	

海
後
宗
臣
・
仲
新
編
『
日
本
教
科
書
大
系
』
近
代
編
第
四
巻
（
講
談
社
、

一
九
六
四
年
）

（
29
）	『
母
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
、
五
七
頁
）

（
30
）	『
親
と
子
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
八
頁
）

（
31
）	「
17　

自
分
の
誕
生
日
に
親
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」（
親
孝
行
実
行
委
員

会
編『
親
が
死
ぬ
ま
で
に
し
た
い
55
の
こ
と
』、泰
文
堂
、二
〇
一
〇
年
、

六
三
頁
）

（
32
）	

な
お
、
類
似
し
た
逸
話
が
台
湾
に
も
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
状
況
は
程
度

の
差
は
あ
れ
儒
教
文
化
圏
に
共
通
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
母
の

死
後
、
蒋
介
石
は
自
分
の
誕
生
日
（
十
月
三
十
一
日
）
に
は
、
朝
食
を

と
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
侍
従
の
一
人
が
そ
の
わ
け
を
た
ず
ね
る
と
、

蒋
介
石
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
子
の
誕
生
日
は
、
母
親
に
と
っ
て

は
、
産
み
の
苦
し
み
を
経
験
し
た
日
で
も
あ
る
。
子
と
し
て
は
、
た
だ
、

誕
生
を
悦
ぶ
だ
け
で
な
く
、
母
の
痛
苦
を
も
し
の
ば
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
食
を
絶
ち
、
母
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
だ
―
―
。

以
来
、
蒋
介
石
の
身
辺
の
人
た
ち
は
、
み
な
こ
れ
に
な
ら
い
、
自
分
の

誕
生
日
に
は
朝
食
を
絶
つ
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
た
と
い
う
」（
サ
ン
ケ

イ
新
聞
社
『
改
訂
特
装
版 

蒋
介
石
秘
録
』
上
、
サ
ン
ケ
イ
出
版
、
一

九
八
五
年
、三
三
五
頁
）該
書
の
台
湾
版
に
は
、「
王
太
夫
人
逝
世
之
後
，

蒋
総
統
毎
年
在
自
己
生
日
的
這
一
天
―
十
月
三
十
一
日
，
不
進
早
餐
。

曾
経
有
人
請
問
不
進
早
餐
的
理
由
，
蒋
総
統
為
他
説
明
如
下
：「
子
女

的
生
日
，
是
母
親
生
産
子
女
的
痛
苦
日
子
。
為
子
女
者
不
僅
為
自
己
的

誕
生
喜
悅
，
更
応
該
紀
念
母
親
的
痛
苦
―
―
我
為
此
而
不
食
，
是
対
母

親
的
追
念
」。
自
此
之
後
，
蒋
総
統
左
右
的
人
都
学
他
的
榜
様
，
様
成

了
在
自
己
生
日
這
一
天
不
進
早
餐
的
習
慣
」（
中
央
日
報
社
訳
『
蒋
総

統
秘
録 

全
訳
本
』
第
五
冊
、
中
央
日
報
社
、
一
九
七
六
年
、
一
六
五
頁
）

と
あ
る
。
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